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研究成果の概要（和文）：　家事・ケア労働者は名称および資格によって分けられており、家事使用人は労働基
準法の適用除外であり公的資料において包括的に把握されにくい。移住家事・ケア労働者も在留資格や出身国に
よって個別に把握されてきた。現在、活動による在留資格で介護・家事労働者が受け入れられているが、その受
入れの移住システムにおいて仲介機関による搾取の問題や同一の労働での異なる賃金など問題が多い。
　国内外の聞き取り調査およびオンラインでの多言語質問紙調査（123件の有効回答）によれば、移住女性が多
く担い、在留資格は身分による在留資格が4割近くいることから、移住女性が日本における社会的再生産の重要
な主体であることが確認された。

研究成果の概要（英文）：　Domestic and care workers are divided by category and status, and domestic
 servants are exempt from the Labor Standards Law, making it difficult to comprehensively identify 
them in official data. Migrant domestic/care workers have also been separately identified according 
to their status of residence and country of origin. Currently, care and domestic workers are 
accepted with activity-based residency status, but there are many problems in the migration system, 
such as exploitation by intermediaries and different wages for the same work.
　According to interviews in Japan and abroad and an online multilingual questionnaire survey (123 
valid responses), many migrant women work and nearly 40% of them have status-based residency status.
 This confirms that migrant women are important actors in social reproduction in Japan.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　個別に研究されてきた日本における家事・ケア労働に関して、同一の労働に従事する労働者・家事労働史の視
点から総合的にとらえ、国内における性別分業と労働の不安定性が、現在、階層、エスニシティ、ジェンダーに
よるさらなる差異化と分断を伴いながらグローバルに展開され、分断されつつも家事・ケア労働者による連帯や
主体的な選択が社会学的意味での制度を変容させていく様相を実証的にとらえた。
　研究期間中に特定技能・介護の在留資格ができたが、複数の介護の在留資格による労働条件の差異、移住シス
テムにおける仲介業者の問題国家戦略特区の家事労働者の解雇・ハラスメント事件からも人権問題などが顕在化
したことを指摘した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本における移住家事・介護労働者は在留資格・出身国によって分けられて研究してきたため、
全体としてどのような移住者によって日本の家事・介護労働が担われているのか包括的に捉え
ることができなかった。 
 国際労働機関の通称「家事労働者条約」（C-189）において、家事労働は「家庭において又は家
庭のために行われる労働」であり、家事労働者を「雇用関係の下において家事労働に従事する者」、
「随時又は散発的にのみ家事労働を行う者及び職業としてではなく家事労働を行う者は、家事
労働者でない」と定義している。日本においては、保育士やベビーシッターおよび、高齢社会が
進展する中での介護労働の専門職化があり、家事、育児、介護を分けてとらえる傾向にあるが、
家庭の中での労働実態として同時に行われている傾向があること、またしばしば不払いの感情
労働や介助も含むことから、本研究では、家事・育児・介護を含む家事・ケア労働という用語を
使用し、本研究における対象のカテゴリーを定めた。 
 この定義において、日本の家事・ケア労働の先行研究は以下の 4つに大別される。第一に、明
治から昭和にかけての女中と呼ばれた女性労働史、文化史である。奥田暁子の「女中の歴史」
(1995)、小泉和子編『＜女中＞がいた昭和』（2012）、坂井博美の「『家庭』のなかの階級」（2008）、
「女中雇用と近代家族・女性運動--1930 年代日本を対象として」（2010）等、1950 年代までを
中心とした住込み家事労働者の労働環境と使用者としての家族との関係が中心になっている。
第二に、1962年ホームヘルプサービス事業の前身である家庭奉仕員派遣事業以降、配偶者と離
別・死別した中高年女性の失業対策として始まった「家庭奉仕員」、1970年代後半から高齢化と
ともに増加した主に高齢者介護を行う「派出婦」「家政婦」「ホームヘルパー」、さらに介護の社
会化といわれた 1999 年の介護保険法以降の介護福祉士を含めたケア労働者についての研究で
ある。この分野の研究の蓄積は厚く、簡潔に要約することはできないが、山根純佳が『なぜ女性
はケア労働をするのか』（2010）で指摘したように、家庭と労働市場において性別分業再生産が
構築・拡大されていた一方で、介護の社会化の中で労働をとおした女性の主体性の獲得や交渉の
能力の獲得といった女性ケア労働者の変化もあったことは確かである。第三に、移住女性による
家事・ケア労働の分野において、2008年の経済連携協定（EPA）による看護師・介護福祉士候
補生の受入れ以降の再生産領域の国際分業に関する研究である。サスキア・サッセンのグローバ
ル経済における「生き残りの女性化（feminization of survivals）」、カースルズとミラーによる
「移民の女性化（feminization of migrants）」など、先進国の女性の労働力化および移民の女性
化の関連が特にアメリカの社会科学分野で議論されていた。ホックシールド（Hochschild）やパ
レ―ニャス（Parreñas）は｢グローバル・ケア・チェーン｣「再生産労働の国際分業」と、グロー
バル・ノースの経済発展がグローバル・サウスの再生産労働の負担によって可能になっているこ
とを指摘した。そして、日本においては、伊藤るり・足立眞理子『国際移動と＜連鎖するジェン
ダー＞―再生産領域のグローバル化―』（2008）によって、日本を含むアジアの再生産労働の国
際分業の様相を、階層・エスニシティ・ジェンダーによって差別化されながら進展している局面
が提起され、その後、佐藤誠編『越境するケア労働―日本・アジア・アフリカ』（2010）、塚田典
子『介護現場の外国人労働者―日本のケア現場はどう変わるのか』（2010）、落合恵美子・赤枝香
奈子『アジア女性と親密性の労働』（2012）、安里和晃編『国際移動と親密圏―ケア・結婚・セッ
クス』（2018）等、日本を含めたアジアにおける再生産労働の国際分業における移住女性ケア労
働者の研究が幅広く展開されてきた。第四に、国際結婚移民による非市場での家事・ケア労働、
日本人の配偶者等や定住者の在留資格での有償ケア労働などであり、EPA での介護福祉士候補
生より以前から介護市場において外国人女性が就労していたことを示している（高畑）。 
以上の先行研究に示されたように、生産労働を維持・発展させるための再生産労働は必要不可
欠であるにもかかわらず、直接雇用の家事・ケア労働者は労働基準法等の適用除外の対象であり、
労働政策と労働社会学の分野においても重視されてこなかった。そのため、日本における家事・
ケア労働についての学術的議論は、男性稼得者のいる世帯の「主婦論争」であるか、政策や市場
の生成に左右され、呼称ごとの文化史や専門職の研究、移住者の場合には滞在資格・出身国ごと
の事例が研究される傾向にあった。しかし、2017年からの国家戦略特区における外国人家事労
働者の受入れ、技能実習制度における「介護」の新規認可など、日本の市場および準市場での家
事・ケア移住労働者が増加する現在、使用者側の階層化、出身国別の労働市場の差異、そして女
性に偏った雇用という傾向にみられる階層・エスニシティ・ジェンダーによる家事・ケア労働の
分断が意味するところを分析するには、家事・ケア労働の内容で同一労働ととらえ、市場・準市
場での雇用・労働条件と傾向そして労働者の就労動機や背景を総合的に考察する必要があると
考えた。 
 
２．研究の目的 
以上の背景から、本研究は個別に研究されてきた日本における移住者による家事・ケア労働に
関して、同一の労働に従事する労働者・家事労働史の視点から総合的にとらえ、国内における性
別分業と労働の不安定性が、現在、階層、エスニシティ、ジェンダーによるさらなる差異化と分



断を伴いながらグローバルに展開され、分断されつつも家事・ケア労働者による連帯や主体的な
選択が社会学的意味での制度を変容させていく様相を実証的にとらえることを目的としている。 
大きく以下の 2点を明らかにする。第一に、家事・ケア労働者を呼称、職業カテゴリー、資格、
在留資格によってではなく、家事・ケア労働の労働内容によってとらえ、不安定で低賃金の労働
と位置付けられているマクロ的な日本の再生産労働の構造、ジェンダーやエスニシティによっ
て人を差別化する支配のテクノロジー、レトリックと思考について連続性、共通性、そして再構
造化の析出を試みる（課題Ⅰ）。第二に、家事・ケア労働史に関して連続性をもって把握し、事
業所に雇用される以外の労働者が増加する現代における労働者性の問題を検討しつつ、企業包
摂型あるいは企業対抗型の労働運動史とは異なる労働者の姿を提示することが可能である点で
ある（課題Ⅱ）。 
 
３．研究の方法 
 課題Ⅰ歴史的に見た家事・ケア労働者の運動と連帯の調査と、課題Ⅱ現在の家事・ケア労働市
場・準市場における労働者および経験者の労働実践と就業選択の理由に関する調査から構成さ
れる。 
(1)課題Ⅰに関して、アメリカ占領軍家族住宅（Dependent House）約 2万戸で働いていた 4万人
以上のハウスメイド、『あさつゆ』『麦の会』などの「女中」による会報誌や集まり、労働組合の
労働者供給事業（労供）として家事・ケア労働をおこなう家事・ケア労働、通称「介護・家政婦
ユニオン」に関しては、Covid-19 の影響もあったため、文献資料を中心にまとめる。「永住」「定
住」「日本人の配偶者等」の就労に制限のない在留資格の移住者による家事・ケア労働について、
日本人の高齢者に対する市場・準市場での労働だけでなく、高齢化する移住者への家事・ケアの
支援も含め、大阪、東京、神奈川等の集住地区において聞き取り調査を行う。 
(2) 課題Ⅱに関して、家事・ケア労働市場／準市場における労働者および経験者の選択の調査と
して、出身国と在留資格にこだわらず、オンライン質問紙を用いた、多言語でのインターネット
を行う。Covid-19 の影響で、対面で調査票を配布することは困難であったため、オンラインと
いう方法を用い、回答の信頼度の問題から研究分担者および他の研究者や支援者の協力による
機縁式での配布とした。言語は日本における移住者の国籍から、日本語、やさしい日本語、英語、
タガログ語、中文（簡体字）、中文（繁体字）、ハングル、インドネシア語、ベトナム語、スペイ
ン語、ポルトガル語の 10ヶ語で作成した。 
 
４．研究成果 
(1) 歴史的に見た家事・ケア労働者の運動と連帯の調査に関して、伊藤るり編著『家事労働
者の国際社会学』（人文書院、2020年）の中で、日本の家事労働者が労働基準法の適用除外
対象であること、アメリカ占領軍家族住宅（Dependent House）約 2 万戸で働いていた 4
万人以上のハウスメイド、『あさつゆ』『麦の会』などの「女中」による会報誌や集まり、1949
年からの「田園調布派出看護婦家政婦労働組合」など家事労働者による主体的な連帯や社会
運動があったことをまとめた。また、国際社会学の分野で家事労働者の連帯や組織化につい
て、第 93 回日本社会学会大会（オンライン）のテーマセッション（14）「移住家事労働者
研究の現在と未来」（2020年 10月 31日（土）14:00-18:30）、お茶の水女子大学 IGSセミ
ナー「『家事労働の国際社会学』を読む」（2020 年 11 月 15 日（日）13:30-17:30）におい
て成果を公表しつつ、議論を行った。前者ではアフリカやラテンアメリカなど同書では扱わ
れていない地域における動向の紹介など、5人の報告者とともに研究領域のさらなる発展を
目指した討論を行い、インタセクショナリティ―の問題、階級とエスニシティ、先住民と植
民地問題、ケアの文化言説など、各国・地域的特徴だけでなく社会学的観点から重要な問題
提起がなされた。後者では、各章の執筆者の報告に対してフェミニスト経済学者足立眞理子
氏から労働と資本の顕在する磁場として家事労働の研究の重要性の確認と労働者性を考え
るうえで交換価値になりえない余白はまだ残存するのかという問いが投げかけられた。フ
ェミニスト思想研究家の伊田久美子から労働概念のジェンダー化として家事労働研究の意
義、2重負担、スティグマ性のある労働としての家事労働の側面が指摘され、家事労働を排
除する労働概念とはなにか改めて議論の喚起がなされた。 
国内・国外調査において 2019年 4月に施行された「特定技能」での介護をめぐる募集・
送り出し状況について、他の在留資格での介護労働への影響を考察するため、調査を行った。
フィリピン、ベトナム（2019年 8-9月）、インドネシア（2020年 2月）における調査から、
特定技能での送り出しの準備をする送り出し機関が存在する一方で、2017年から始まった
技能実習制度における介護分野が先行してあり、その利権構造等によって特定技能の送り
出しが始まりにくいことが判明し、詳細を国際シンポジウムで発表し、論文にまとめた。国
内調査においては、「永住」「定住」「日本人の配偶者等」の就労に制限のない在留資格の移
住者による家事・ケア労働と「介護」労働の在留資格での就労者を完全に分離して調査する
ことは現実的ではなく、多様な在留資格の方が働いていることを想定して、神奈川、大阪・
京都での「在日韓国・朝鮮」のディケアサービス、介護施設への聞き取り調査、東海地区・
東京・神奈川等のインドネシア人コミュニティ、東京のフィリピン人家事労働者に対して聞
き取り調査を行った。また、神奈川県の介護専門学校の留学生に関する聞き取り調査、福岡
での支援団体へ聞き取り調査を行い、改めにて多様な在留資格で、多様な出身国の人々が介



護労働を担っていることが確認された。そこから、以下 4点が明らかになった。現在日本に
おいて介護労働者は不足しており、多様な手段を用いても国外から労働者を探し、育成しな
ければならない状況、在留資格等によって賃金や待遇に差があること、移住者の高齢期には
移住者の文化的社会的背景に配慮した介護が必要なこと、在留資格を作りながら受け入れ
るよりも現在日本に在住する移住者から養成し、安定した賃金と労働条件で雇用したほう
がより安定的に介護現場の労働者が確保できるのではないかいうことである。 
(2)オンラインのフォームに回答する方式で、機縁式で回答を募り、123 件の有効回答が得られ
た。38の設問で労働内容、労働場所、賃金や保険、労働における問題点、Covid-19 による影響、
仕送りなどを聞いている。回答者の 91.3%は女性であり、国籍はフィリピン 29%、ベトナム 20%、
インドネシア 13%、ペルー12%であるが、日本国籍取得者や帰国者も含んでいる。在留資格は一
般永住 25.2%、定住 12.2%、技能実習 10.4%、EPA9.6%と、身分による在留資格の回答者が多い。
労働の場は介護施設等が 67%、個人家庭が 33%と 3 分の 2 が施設での介護労働のため、1 週間の
労働時間も平均 40 時間が最頻値になっている。この調査から介護分野で労働者が不足しており、
4つの在留資格で受入れを促進しているが、身分による在留資格の介護労働者も地域社会の構成
員として多数働いており、社会的再生産の重要な主体であることが確認された。また、介護の事
業主や運営者もおり、介護の勉強をして資格を取り、安定した収入を得たいと考えている人もい
ることがうかがえた。調査結果に関しては、2023 年度に国際ジェンダー学会および調査協力者
に報告したのち、インターネット上で公表予定である。 
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 13th Next-Generation Global Workshop: New Risks and Resilience in Asian Societies and the World（国際学会）
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